
イチジク 

主な加害種：カラス、ヒヨドリ、ハクビシン 

イチジクは鳥では、カラス、ヒヨドリ、獣では、ハクビシンに主に食害される。ヒヨドリは食害痕が残ること

が多いが、カラスは果実をもぎ取って持ち去ることが多い。ハクビシンでは吐き出した果皮が落ちてい

ることが多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

加害種：ヒヨドリ 

ヒヨドリが食害しているのを観察した後に撮影し
た。果皮を破って中味を食べている。 

撮影：山口 

加害種：ハクビシン 

表面にある歯形がハクビシンの頭骨標本の歯
と一致した。 

撮影：山口、佐伯 
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加害種：ハシブトガラス 

食痕が付いた果実をもぎ取って撮影した。軸に
近い位置に上下のくちばしで果実を挟んだ形の
傷があり、果実の先端近くには浅く削ぎ落とさ
れた形の傷がある。 

撮影：吉田 

加害種：ハシブトガラス 

切株の上で果実を食べているのを観察し
た後に撮影した。果皮は２つにちぎられて
おり、下写真はその一方を拡大して撮影
したもの。獣の食痕とまぎらわしいが、果
肉にくちばしの痕があり、果皮の状態もハ
クビシンのように噛んでから吐き出したも
のとは異なる。 

撮影：吉田 


